
一般質問通告事項一覧表 

令和２年第３回定例会 

通告

順 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 
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林 昌子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いばらきアマビエ

ちゃん」利用促進に

ついて 

新型コロナウイルス感染対策と社会経

済活動の両立に向け、感染者と接触した

可能性がある人にメールで通知する茨城

県独自のシステム「いばらきアマビエち

ゃん」を１０月に条例化し、事業者登録

と県民の利用登録を義務化する。 

本村として登録事業者への支援策や利

用登録者への利用促進をどの様に図って

いくか、お尋ね致します。 

担当部長 

次期介護保険事業計

画について 

国は地域共生社会（子ども・高齢者・

障がい者など全ての人々が、地域、暮ら

し、生きがいを共に創り高めあうことが

できる社会）の実現のため、「地域共生社

会の実現のための社会福祉法等の一部を

改正する法律」が成立しており、令和３

年４月から施行することとされている。 

地域住民が抱える課題が複雑化・複合

化する中で、村が包括的に支援体制を整

備することが求められると思いますが、

次期介護保険事業計画の現状と今後の展

望についてお尋ね致します。 

村長 

担当部長 

改正バリアフリー法

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高齢者、障害者等の移動等の円滑化

の促進に関する法律」のハード対策に加

え、移動等円滑化に関する「心のバリア

フリー」の観点からソフト対策を強化す

る「高齢者、障害者等の移動等の円滑化

の促進に関する法律の一部を改正する法

律」（改正バリアフリー法）が成立、５月

２０日に公布。本村の構想展望を伺いま

す。 

①マスタープラン・基本構想の作成によ

る面的なバリアフリーのまちづくりの一

層の推進 

②聴覚障害及び知的・精神・発達障害に 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



通告

順 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

１ 林 昌子  係るバリアフリーの進捗状況の見える化 

③移動等円滑化に関する国民の理解と協

力、いわゆる「心のバリアフリー」の推

進 

 

２ 山崎幸子 「お悔みデスク」に

ついて 

家族が亡くなった後の手続きは、残さ

れた遺族の方にとっては、どのような内

容のものを、どの手順で行えばよいか戸

惑うことも多いのではないでしょうか。 

他自治体では、死亡手続きを一括して

行う専用窓口を設けて、申請者の負担を

減らし、職員にとっても各窓口の対応時

間の短縮にもつながり、大変好評を得て

いるようであります。そこで、本村にお

いても同様の窓口を設け、住民サービス

の向上に繋げたらどうでしょう。 

１．本村に提出される死亡届の年間件数

は、ここ数年間でどのくらいか。 

２．死亡に伴う手続きの申請書は何種類

あるのか。 

３．申請書の提出は、何箇所の窓口を回

るのか。 

４．死亡に伴う申請手続きの流れは。 

５．本村でも 「お悔みデスク」を設けた

らどうか。 

担当部長 

村長 

「美浦村地区計画」

について 

地域交流地区Ｂ地区の進捗状況につい

てお伺いいたします。 

担当部長 

３ 飯田洋司 ＩＣＴ教育について １．年度中にＰＣを村内小中学校全児童

生徒に配布予定ですが、配布時期な

どスケジュールを伺いたい。 

２．全児童生徒にオンライン学習環境が

整備されることによるＩＣＴの活用

について伺いたい。 

担当部長 

マイナンバーカード

について 

１．村内登録者数と有効な登録者増加の

対応など。 

２．口座紐付きが出来た場合、村におけ

るメリットとデメリットを伺いた

い。 

担当部長 



通告

順 
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

４ 松村広志 フューチャーデザイ

ン（ＦＤ）と持続可能

な開発目標（ＳＤＧ

ｓ）について 

◎持続可能性強化への取り組み 

ＦＤとは将来世代の視点から地域の

課題や問題を見つめ、さらに持続可能

性をデザインする取り組みである（街

づくり・インフラの維持・公的債務・

環境整備等）。総合計画（ＳＷＯＴ分析）

にもリンクさせながら、より未来志向

へ将来世代の視点からの政策検討も提

案したい。本村の意向を伺う。 

◎「田園回帰」への取り組み 

コロナ禍でのテレワークなどの普及

により、都市部住民がＵ・Ｉターンす

る地方回帰の現象が拡がっている。ま

さに新たな生活様式がデザインされ始

めている。いまの循環型社会の構築と

表裏である人間らしい暮らしの追求、

と考えられる。専門家云わく「この動

きは加速する」。本村の地域性や固有の

強みを生かし好機となせるか、意向を

伺う。 

◎ＥＳＤの取り組み 

これは、持続可能な開発のための教

育であり、全ての人に質の高い教育を

目指す取り組みである。 

平成３１年第１回定例会でも質問を

行ったが、今後の未来世代に向け、よ

り豊かで望ましい地域社会をデザイン

するために改めて本村の意向を伺う。 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

児童の健康管理につ

いて 

◎コロナ禍での児童の健康維持に向けた

取り組み 

１．マスクの衛生管理 

２．環境変化による睡眠障害 

３．保護者への感染拡大防止アプリの推   

  進 

担当部長 

 


